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＜連絡事項＞
・来週から、定期採血・検尿があります。
・10/16からの勤務が出ていますのでＷＩＺのスケジュールへ入力してください。
・各受け持ち患者の転倒転落アセスメント、口腔衛生、ケアプロセスの評価を今月中に行って下さい。
・10/21～23まで退院支援委員会会議がありますので、各受け持ち患者の10月分の作成を行って下さい。

・各受け持ち患者の生活支援シートを見直し、変化がある方は更新を行って下さい。
＜患者様連絡事項＞
・岡沼　和久様～臨時薬、明日より7日分処方となっています。
・坂本　のり子様～本日より、業者洗濯となります。
・中村　寿昭様～10/12(月)13時、青明舎の森氏と父様が来院され、今後についての相談と方向性の確認を行う予定です。

・下斗米　悟様～10/28(水)10時より認定調査実施予定です。
・蕨　真理様～10/29(木)10時より認定調査実施予定です。

＜要注目患者様＞
・井上　和美様～各プログラムや日課などは問題なく行っていますが、未だ気分高揚さみられ、多弁で話しの切り上げができず、内容のまとまりのなさもあり、急に笑い出す事もあります。夜間の睡眠はとれるようになっており、他者からの苦情も聞かれていません。増薬になってから1週間ほど経過しています。精神症状観察していきましょう。
・畑中　成夫様～夜間帯は、被害的な発言などが聞かれ、作業に集中できない、原稿も進まない等と訴えていましたが、本日は作業に拒否なく参加され、訴えはありません。やや表情の硬さはありますが、突発的な行動や妄想発言はありません。
・岡沼　和久様～夜間帯は1:45に不眠薬を服用していますが、同室者の鼾が気になり、眠れなかったと不満を言う事がありました。本日は、腰痛を訴えプログラム欠席しており、自室で過ごしています。他者への不満の訴えはありませんが、排便がない事を訴え日中に下剤を服用しています。不安感などはありません。
<安ヶ平Drケース検討、診察情報＞
・滝田　英人様～10/7に脈拍の不整みられていた。最近昼夜問わず大声で独語聞かれており、夜間のまとまった睡眠もとれていない。妄想発言活発で話の切り上げは困難。診察時も「サイトウトモコ」という人が神頼みで日赤に入院している、おうみ神宮が八幡神社になった等の妄想発言聞かれている。40数年前の話があったと話しており話を切り上げることができない。
・出河　攻様～佐々木泌尿器科へ受診している。サプリメントを購入したい、タバコを吸いたいなどの希望があったが、本日は特に訴えは聞かれず、外出へ行かれている。
・中川原　義雄様～歯痛継続しており、ロキソプロフェンＮａ2錠　朝・夕　7日分処方継続。腰や大腿部等が筋肉痛みたいになると話している。スミルスチック2本処方し経過見ることとする。
・上村　みわ様～血圧は130～150台、腰痛訴えることなく、食事の摂取量も増えてきてい
る。夜間も休むことができ、皮膚トラブルも見られない。移動は車椅子使用しオムツやリハパンは継続して使用中。疼痛は以前と比べると訴えは少ないようだが歩行訓練促しに「死ぬからいいんです。」と発言があった。以前と同様注射の話等をしている。昨日、腰部レントゲン撮影しており、結果を報告している。
・坂本　のり子様～リハビリパンツを履かずに夜間失禁みられ、決められた洗濯回数を守れないため業者洗濯となっている。食事も拒食する事がある。血圧は130～150台で経過。関節痛はなく、不調もないとの事。

・佐々木　悦子様～最近は、帰宅要求や時間外で嗜好品を要求することは少なくなっており、不穏さは見られなくなっているが、特定男性患者様との接触は続いており、振り返りを行っている。

＜馬渡Dr診察情報＞
・原　吉郎様～10/5(月)にポケットに飴を入れている事あり、確認する事を伝えると殴りかかり、スタッフを床に羽交い絞めにする事があった。その後飴の要求はない。体調については「いまいち…」と答える。診察時、最近、スタッフに暴力をふるった事については「分からない」を繰り返し、自分がやったのではなく女性にやられたのだと言い張っている。担当医より、病棟のルールを守るよう説明受けている。臨時薬は同内容で7日分処方。
・山田　晃大様～10/7以降に生保受給の結果が出る予定で、決定したら青山荘の宿泊体験を行っていく。診察時、体調については「大丈夫です。」と答える。薬剤調整してからも体調はいいとの事。病棟移動については「もう、慣れたので良いです。」と言う。主治医より、薬剤はこのままで様子を観て行く事の説明を受け了解されている。臨時薬は、同内容で7日分処方となる。明日より服薬自己管理開始となり、担当医より許可が出ている。
・伊藤　雄一様～10/5八戸赤十字病院を受診し、徐脈性心房細動と心室性期外収縮と診断となる。10/27(火)10:30ホルター心電図装着、10/28(水)11:00心エコー検査、11/2(月)結果説明のため受診予定となる。結滞やリズム不整継続しているが、ジゴシンを止めにしてからは良くなってきていると話され脈拍は40～70台、階段昇降時の呼吸苦の訴えはありません。診察時も体調については「うん、悪くはないです。ジゴシンの薬効がなくなってから検査するそうです。」と答える。臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・長嶺　孝様～病棟では自室にこもることなく、余暇はソファーコーナーで他者とテレビ
を観て過ごしているが交流している様子はない。診察では体調については
「悪い所はなく順調です。」と答える。睡眠については眠れているとの事。臨時薬は、同内容で7日分処方となる。障害年金はどうなっているのか確認するよう指示あり、家族へ連絡していく。
・戸賀沢　潔様～病棟では隠れ飲水や他室侵入を繰り返し、味噌汁の量を多く盛る事があり、都度説明している。診察では、体調については「いつもと変わりなくいいです」と答える。自ら「今朝、風穴さんのコップを使っているのをスタッフに見られました」と言い、続けて「外出・泊どうだべ…行ってもいいかな？」と話される。主治医より、病棟のルールを守れない様であれば不可である事の説明を受け、了解されているが、理解できたかどうかは不明である。
＜皮膚科診察情報＞
・下斗米　悟様～右肩治癒。
・高田　マキ様～処置継続。ゲンタマイシン軟膏1本処方。
・原　吉郎様～処置継続。ゲンタマイシン軟膏1本処方。

・出河　攻様～処置継続。テルビナフィン塩酸塩外用液1本処方。
※他処置同内容で継続。
